
 

 

 

令和７年度第３回国内における米空軍機からの降下訓練について 

 

このことについて、防衛省北関東防衛局から、下記のとおり情報提供が

ありましたので、お知らせします。 

なお、横田基地周辺市町基地対策連絡会は、下記のとおり口頭要請を行

いましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

 

１ 国内における米空軍機からの降下訓練について 

⑴ 情報提供内容 

 別紙１及び別紙２のとおり 

⑵ その他 

 全般時程 

 ○令和７年９月９日（火） 

時間 内容 

午前１０時～午後１時 習志野駐屯地から横田基地へ移動 

（人員約１６０名、車両約５両） 

午後５時～ 横田基地から離陸 

午後６時～午後８時 習志野演習場において空挺降下訓練を実施 

～午後１０時 横田基地へ着陸 

※ 当日の気象状況により変更となる場合があります。 

 

２ 口頭要請内容 

 ⑴ 要請日 

   令和７年９月８日 

 ⑵ 要請先 

広 資 料 第 ９ ７ 号 
令 和 ７ 年 ９ 月 ８ 日 
企 画 財 政 部 企 画 政 策 課 

市 民 情 報 提 供 資 料 



   北関東防衛局長 

⑶ 要請内容 

  令和７年９月５日（金）に防衛省北関東防衛局から、「令和７年９

月９日（火）に陸上自衛隊による国内における米空軍機からの夜間の

空挺降下訓練を実施する。降下場所は、習志野演習場を予定している。

この他、隊員を米空軍機に搭乗させるため、米軍横田基地の使用を予

定している」との情報提供がありました。 

貴職におかれましては、次の事項について、訓練に関わる陸上自衛

隊に周知するとともに、米軍横田基地に申し入れるよう要請します。 

 

○ 騒音が増加することがないよう周辺住民に十分配慮すること。 

○ 市街地上空での低空・旋回訓練は行わないこと。 

○ 基地の外に影響を及ぼさないよう安全対策の徹底を図ること。 

○ 通常の運用時間帯以外での航空機の運用を極力実施しないこと。 
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国内における米空軍機からの降下訓練について
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令和７年度 第３回国内における米空軍機からの降下訓練について

訓練の目的

米空軍機を活用して固定翼機からの降下回数の増加を図り、空挺作戦に必要な戦術技量

の向上を図るためです。

実施期間

令和７年９月９日（火）に夜間の空挺降下訓練の実施を予定しております。

実施場所

降下場所は、習志野演習場（千葉県）の使用を予定しています。この他、隊員を米空軍

機に搭乗させるため米軍横田基地（東京都）の使用を予定しています。

訓練のポイント

○ 全国各地で実施している空挺部隊の練成訓練であり、令和７年度に入って３回目の企

画となる本訓練は、習志野演習場にて、空挺降下訓練を行います。習志野演習場におけ

る本訓練の実績は、通算８回となります。（令和５年度第１回、令和６年度第４回及び

第５回、令和７年度第２回については、天候不良につき中止）

○ 米空軍機から降下するのは陸上自衛隊員であり、米軍人の降下はありません。

○ 訓練は、訓練における安全管理を徹底し、周辺住民の皆様の生活に影響を及ぼさない

よう、配慮いたします。



米軍横田基地
習志野演習場

降下場所

○ 米軍横田基地の離発着時間について
１７００～２２００の間で、離着陸を予定しております。
※なお、当日の気象状況により変更になる場合があります。

○ 習志野演習場での降下時間について
１８００～２０００の間で、降下を予定しております。

※なお、当日の気象状況により変更になる場合があります。

令和７年度 第３回国内における米空軍機からの降下訓練について（イメージ図）

○ 米軍横田基地～習志野演習場～米軍横田基地の経路で飛行する予定です。

期 間 令和７年９月９日（火）

訓 練 実 施 場 所 習志野演習場

参

加

規

模

陸 自
第１空挺団： 降下人員：約１６０名

支援人員：約３０名

車両最大５両

そ の 他 米空軍機：Ｃ－１３０Ｊ×最大４機

主 要 訓 練 項 目 陸自隊員による空挺降下訓練

空挺降下訓練

空挺降下訓練
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